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リとジャワ的要素の強 名目的なムスリムであるアバンガンに二分され これがイスラーム政党とナショナリスト政党に対応すると考えられてきた。しかしスハルト体制下における着実なイスラーム化 進行とその国民国家の枠内における制度化によって、その前提は大きな変動を遂げている。●福祉正義党の台頭
　「イスラーム系」政党が伸び悩む中、福
祉正義党は二〇〇四年選挙において得票を五倍に増やした。一九九九年選挙に際し結成された前身の正義党は、一九七〇年代以降大学キャンパスで拡大してきたイスラームの宣教運動を基盤としている。既成政党の腐敗と政治不信を背景に党勢を拡 、敬虔で清廉なイメージから二〇〇四年には西ジャワやスマトラを中心に都市部で大幅に票を伸ばし、ジャカルタ特別州では二三％ 獲得 て第一党になっ 。地方首長選挙でも二〇〇八年三月 西ジ ワ州知事選に勝利するなど影響力を強めつつある。
　福祉正義党はいわゆるイデオロギー政党
であり、ピラミッド型の党員組織を持つ。エジプトのムスリム同胞団をモデルとし、漸進的な社会のイスラーム化 目指す「宣




会運営やその後導入さ た地方首長の直接選挙において他党とより積極的に連立を組むようになった。連立の相手は多くの場合「数の論理」で決定され、それまで排他性が指摘されていた同党が「普通の政党」になったとの評価を受けるようになった。● 「過激派」 の位置づけ
　スハルト体制下において宣教活動を拡大
させた学生たちの活動が福祉正義党とい穏健な合法政党に結実したことを典型に、
民主化後のインドネシアのイスラーム政治勢力は民主主義制度の枠内におおよそ収まったといえよう。それでは、数千人の犠牲者を出したアンボンやポソの 「宗教紛争」や、二〇〇二年のバリ島テロ事件以降四年連続で起こった大規模な爆弾テロはどうであろうか。結論から述べれば、 「過激派」と総称される人びとにもさまざまなタイプがおり、そのすべてがインドネシア 政治的社会的な制度 ら外れているわけではい。多くは治安当局などとの関係を保ち、相互に利用し合っているが、とき は当局の想定を超えた結果を生み出し いる。
　アンボンやポソで起こったムスリムとキ











当化するような翻訳本やビデオの流通スラーム法の適用運動の波及、イスラームの教義に反 と見 されている団体であるアフマディヤへの襲撃事件など、イラーム政治勢力の急進化を示すような事柄が散見される。 しかし冒頭に見た に 「スラーム系」 党は振るわず、福祉正義党もあからさまなイスラーム化の主張は控えることで成功した。 「過激派」でもインフォーマルな政治体制に取り込まれている勢力がある。ＪＩのような武装闘争派の立場からは、現状はむしろ彼らが理想とするようなイスラーム化からかけ離れてお 、彼らは現在の政治社会体制をイスラーム化以前の「無明時代」 （ジャーヒリーヤ）と見なして孤立を深めている。
　モスクや簡易礼拝所の建設、ヴェール着
用者の増大、イスラーム金融の拡大などイスラーム化は目に見えて進行している。それは膨張する大都市の消費的な生活と並行している。すなわち、女性のヴェールはファッションと り、礼拝や食の禁忌は健康志向と結びつけられる。イスラーム金融も現状の国際金融システムに適合しながら発展している。テレビはときに無節操と思えるようなやり方でイ を利用する。例えば、 最近人気の 「小さな説教師家族」 は、幼児がイスラームらしさを競うオーディション番組で 携帯電話会社がスポンサーになっている。勝者には携帯電話が進呈され、イスラームの知識を問うクイズに正解した視聴者にも賞金が与えられる。
　以上の事柄は、冒頭に述べた「イスラー
ム系」政党の弱さ つな っている。インドネシアのイスラーム化は市場経済、国民教育、政治制度に適合しながら進行してきた。一方ではゴルカル党のような 「世俗」政党もイスラーム的シンボルを利用す ようになり、他方ではイスラーム団体 エリートが一般教育機関で養成されるようになった。制度からはみ出した「過激派」分析においても、まず何において過激なのか（教義か思想か政治的手段か）その内容を見きわめた上で、世論の動向や政府と関係が検討されるべきだろう。
（みいち 　けん／岩手県立大学総合政策学部専任講師）
焼失したイスラーム学校プサントレン・
ワリソンゴ。数十人が死亡、ポソ紛争
拡大のきっかけとなった（筆者撮影）
